
2003年 出上の木簡

2  1７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

石
神
遺
跡
は
飛
鳥
寺
の
北
西
に
位
置
し
、

6543

奈
良
・石
神
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
飛
鳥

調
査
期
間
　
　
第

一
五
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
七
月
―
二
〇
〇

三
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

遺
跡
の
種
類
　
官
殿
関
連
遺
跡

遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

期

（七
世
紀
後
半
）、
Ｃ
期

（七
世
紀
末
）
に
分
け
ら
れ
る
。
最
も
整
備
さ
れ
る

の
は
Ａ
３
期
で
、
斉
明
朝
の
公
的
饗
宴
施
設
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

今
回
報
告
す
る
第

一
五
次
調
査
区
は
、
石
榊
遺
跡
の
中
心
を
な
す
施
設
群
の

北
方
に
位
置
し
、
阿
倍
山
田
道
の
南
側
に
あ
た
る
。
第

一
三

。
一
四
次
調
査
区

の
北
側
に
、
東
西
三
〇
ｍ
南
北
二
〇
ｍ
の
面
積
六
〇
〇
ポ
の
発
掘
区
を
設
け
た
。

調
査
の
主
な
目
的
は
、
第

一
三

。
一
四
次
調
査
で
検
出
し
た
Ａ
期
の
施
設
の
北

限
と
み
ら
れ
る
東
西
塀

。
石
組
溝
な
ど
の
北
側
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

同
調
査
で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
Ｂ
期
の
施
設
の
北
限
を
発
見
す
る
こ
と
で
あ

之つ
。調

査
の
結
果
、
ま
ず
Ａ
期
は
全
体
が
沼
沢
地
で
あ
る
点
が
判
明
し
、
施
設
北

限
は
第

一
三

・
一
四
次
調
査
区
内
に
お
さ
ま
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

Ｂ
期
に
な
る
と
、
沼
沢
地
は
二
層
の
整
地
土
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
る
。
う
ち

上
層
整
地
の
面
に
は
、
木
簡

。
木
暦

・
炭
な
ど
を
多
量
に
含
む
土
坑
群

（Ｓ
Ｋ

四
〇
六
〇
、
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
四
、
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
五
、
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
六
、
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
九
）

が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
二
重
の
逆
Ｌ
字
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
人
九

・
四
〇
九
〇
と
Ｓ

Ｄ
四
〇
六
人

・
四
〇
七
三
が
掘
ら
れ
る
。
今
回
Ｂ
期
の
建
物
は
な
か
っ
た
が
、

二
重
の
溝
で
囲
ま
れ
た
調
査
区
北
西
に
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
第

一
三
次
調
査
で
検
出
し
た
大
型
建
物
Ｓ
Ｂ
三
人

九
四
を
中
心
と
す
る
施
設
の
北
限
と
な
る
東
西
塀
の
検
出
が
予
想
さ
れ
た
が
、

調
査
区
内
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
塀
は
、
第

一
三

。
一
四
次
調
査
区

と
今
回
の
調
査
区
の
間
の
未
発
掘
地
に
想
定
で
き
よ
う
。

南
は
漏
刻
台
跡
の
水
落
遺
跡
に
接

し
、
北
西
に
は

「小
治
田
宮
」

墨
書
土
器
の
出
土
し
た
雷
丘
東

方
遺
跡
が
所
在
す
る
。　
一
九
人

一
年
以
降
、
継
続
的
に
調
査
を

行
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
四
年

六
月
時
点
で

一
七
次
を
数
え
る
。

０

注逗
構
は
七
世
紀
を
中
心
に
複
雑

請
な
変
遷
を
た
ど
り
、
大
き
く
Ａ

期

（七
世
紀
前
半
―
中
頃
）、
Ｂ



Ｃ
期
に
な
る
と
、　
一
帯
は
再
度
整
地
さ
れ
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
九
六

。
四
〇
九

七
が
そ
の
過
程
で
掘
ら
れ
て
い
る
。
Ｃ
期
に
は
南
北
道
路
Ｓ
Ｆ
四

一
〇
〇
と
そ

の
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
、
石
敷
を
伴
う
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
〇
人
○
、
掘
立
柱
建
物

Ｓ
Ｂ
四
〇
七
〇
な
ど
が
造
ら
れ
た
。

Ｃ
期
の
遺
構
が
廃
絶
し
た
後
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
八
九

・
四
〇
九
〇
が
あ

つ
た
場
所

に
ご
く
浅
い
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
四

。
四
〇
九
五
が
掘
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
Ｂ
期

・
Ｃ
期
を
中
心
と
す
る
各
種
の
遺
構
か
ら
、
大
量
の
上
器

（飛
鳥
Ⅳ
・
Ｖ
が
主
体
）

・
木
製
品

。
廃
棄
物
な
ど
と
と
も
に
出
上
し
た
。
本
稿

で
紹
介
す
る
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

調
査
区
南
端
の
Ｂ
期
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
〇
は
、
南
北
二
ｍ
以
上
東
西

一

一
ｍ
の
溝
状
を
呈
す
る
土
坑
で
、
深
さ
は
〇

・
三
ｍ
。
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
四
は
、

南
北

一
ｍ
以
上
東
西
三
ｍ
の
浅
い
土
坑
。
こ
の
二
つ
の
上
坑
は
、
遺
構
の
重
複

関
係
か
ら
、
後
述
の
Ｓ
Ｄ
四
〇
八
九
よ
り
も
古
い
。
調
査
区
北
西
部
に
あ
る
土

坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
九
は
、
南
北
五
ｍ
以
上
東
西
約
三

・
七
ｍ
深
さ
○

。
三
ｍ
。

同
じ
く
Ｂ
期
の
Ｓ
Ｄ
四
〇
八
九
は
素
掘
り
の
東
西
溝
で
、
二

一
ｍ
分
を
検
出

し
た
。
幅
は
最
大
で
六
ｍ
、
深
さ
は
東
端
で
○

。
四
ｍ
あ
り
、
東
流
す
る
。
西

半
分
に
は
二
〇
伽
大
の
礫
を
人
為
的
に
敷
い
た
痕
跡
が
あ
る
。
埋
土
は
上
か
ら
、

炭
混
灰
色
粘
質
土

（埋
立
上
）、
有
機
質
層
、
暗
灰
色
粘
質
シ
ル
ト
層

（以
上
、

堆
積
土
）
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
は
Ｓ
Ｄ
四
〇
八
九
の
水
を
北
へ
流
す
素
掘

り
の
南
北
溝
で
あ
る
。
東
西
九
ｍ
南
北
九

ｍ
以
上
深
さ
○

・
五
ｍ
と
大
規
模
で
、

池
の
可
能
性
も
あ
る
。
埋
土
は
上
か
ら
、
炭
混
灰
色
粘
質
土

（埋
立
土
）、
有
機
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質
層
、
暗
灰
色
粘
質
シ
ル
ト
層
、
灰
色
粗
砂
十
灰
色
ン
ル
ト
層

（以
上
、
堆
積

土
）
と
な
る
。
な
お
両
溝
の
有
機
質
層
は
、
Ｂ
期
廃
絶
時
の
埋
立
土
の
可
能
性

も
あ
る
。
両
溝
の
境
は
堤
状
の
土
橋
Ｓ
Ｘ
四
〇
人
四
に
よ
っ
て
水
門
状
を
な
し
、

木
簡
は
こ
の
周
囲
か
ら
特
に
多
数
出
土
し
た
。

土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
九
六
と
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
九
七
は
、
Ｂ
期
廃
絶
か
ら
Ｃ
期
造
営

に
伴
う
廃
棄
土
坑
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
よ
り
新
し
く
、
Ｃ
期
の

整
地
上
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
は
、
Ｃ
期
に
調
査
区
東
部
を
北
流
す
る
南
北
溝
で
、

第

一
四
次
調
査
で
も
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
一
一四
号
）。
当
初
の
溝
Ｓ

Ｄ

一
三
四
七
Ａ
は
幅
四
ｍ
深
さ
〇

・
九

ｍ
で
、
東
岸
に
は

一
部
護
岸
の
石
が
残

る
。
こ
の
溝
の
西
側
を
掘
り
直
し
た
も
の
が
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
Ｂ
で
、
幅

一
・

二
ｍ
深
さ
○

・
五
ｍ
。　
一
部
に
三
〇
伽
大
の
自
然
石
の
側
石
が
遺
存
す
る
。

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
七
二
は
、
調
査
区
北
西
部
で
検
出
し
た
幅
〇

。
人
ｍ
深
さ

○

・
三
ｍ
ほ
ど
の
素
掘
り
溝
で
、
Ｃ
期
後
半
な
い
し
そ
れ
以
降
の
遺
構
。
Ｓ
Ｄ

四
〇
九
四
と
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
五
は
、
幅
○

・
五
―

一
ｍ
深
さ
○

・
一
―
○

。
二
ｍ

ほ
ど
の
素
掘
り
溝
で
、
Ｂ
期
の
Ｓ
Ｄ
四
〇
人
九

。
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
と
重
な
る
よ

う
に
東
流
し
、
さ
ら
に
北
へ
屈
曲
し
て
流
れ
る
。
地
盤
の
軟
弱
な
低
位
部
に
自

然
に
形
成
さ
れ
た
流
水
跡
か
、
ま
た
は

一
時
的
な
排
水
溝
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
遺
物
包
含
層
な
ど
か
ら
も
木
簡
は
出
土
し
て
い
る
が
、
Ｂ
期

・

Ｃ
期
遺
構
の
木
簡
と
同
様
、
七
世
紀
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
遺
構
別
の
出
土
点

数
は
後
掲
の
表
に
示
し
た
が
、
整
理
途
中
の
た
め
変
更
も
あ
り
得
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｂ
期
造
成
整
地
上

〔
下
番
力
〕

側
　
。
「□
□
□

〔十
八
日
ヵ
〕

□
　
□
□
□
□

。
「　
　
　
物
マ
稲
手

上
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
〇

〔道
力
〕

②
　
。
「□
勢
岐
官
前
□

名
代
□

土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
四

〔
日
力
〕

①
　
。
「
＜
戊
寅
年
四
月
十
六
□

。
「
＜
汗
富
五
十
戸
大
口
□

土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
六
九

ω
　
。
「委
之
取
五
十
戸
仕
丁
偉
物
□
口

『建

建
』

〔一一万
〕

二
斗
三
中
神
井
弥
口
回
□
斗
　
」

・
ヨ
銀
銀
釜
□
重
子
□
小
子
□
□

建

建

□

建

Ｐ
卜
憫
×

Ｐ
『
×

卜
　

ｏ
い
Ｐ

Ｐ
］
］
×

（
∞
ｏ
）
×
ω
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
Ｏ
∞
）
×
∞
ド
×
∞
　
ｏ
∞
ｏ

Ｐ
ｏ
『
×

卜
ｏ
×

Ю
　

ｏ
Ｐ
Ｐ



働
　
。
「
＜
六
月
生
五
日
記
大
マ
斯
□
母
＜
」

。
「
＜

れ
い
釉
対
隔
附
ｒ
比
精
�
利
上
＜

」

〔十

一
カ
〕

⑥
　
・
×
月
口
□
日
記
」

。　

　

　

　

貸

」

⑦

　

法
師
大
大

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
八
九

（堆
積
土
）

③

　

「大
学
官
　
　
□

０

　

「三
野
五
十
上
〔酢
蛇
夫
馬
草
四
荷
〔酢

記

側．　「『Ｗ暗韓一卑”山一　『鋼研般げ』」

⑩
　
。〔珈

制
通
丹
炉
れ
吾

食マ
略

〔
五ヵ口
掴
羽
た
破
マ
ロ

錨
騨
剤
朝
引
瓢
判
陥
ヵ〕

大
マ
代
□
　
（Ｐ∞いて
（こ
溢

ｏ解

Ｐ
ｏ
］
×

∞
ｏ
×

⇔
　

ｏ
∞
岸

（
μ
Ｏ
卜
）
×
］
〕
×
］

ｏ
Ｐ
Φ

Ｏ
Φ
Ｐ

ａ

ヽ
ｅ

×

含

υ

×

卜

　

ｏ
∞
Ｐ
＊

μ
『
ｏ
×

Ｆ
Φ
×

∞
　

ｏ
μ
岸
＊

ｏ
∞
×

］
ω
×

枷
　

ｏ
Ｐ
騨

l131llDlle   llり

「が
酪
ヵ
〕

日
日
日
日
日

□

【茜
力
〕

ロ
マ
忍
麻
呂

「
＜
尾
治
国
山
田
評
山
田
五
十
〔酢

醜
光

冨

口

回

マ
吾

訥

糀
五
半

　

」

「
＜
伊
香
評
相
原

「
＜
日
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
□

「
＜
乙
丑
年
十
二
月
三
野
国
ム
下
評
」

「
＜
十
需
四

痢
町
鶴
阻
ぜ
眸
卸
我
揃
川
ッ

　
」

「＜知夫
利
評教
蹄
腫
肘拒劫店
マ＜」

（重
書
）

「
＜
　
『大
□
□
□
日
□
□
』
　

　

＜
」

〔川
内
力
〕

「
＜
□
□
五
十
戸
若
軍
布
＜
」

「多
土
評
難
田
×
　
　
　
」

「海
マ
刀
良
佐
匹
マ
足
奈
」

（
零

ｅ

×

Ｇ

）
×
ヽ
　
ｏ
盟

］
Ｐ
∞
×

囀
Φ
×

∞
　

ｏ
∞
］

（
Ｐ
ヽ
い
）
×
中
∞
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

ド
∞
］
×

］
ｏ
×

卜

　

ｏ
∞
］
＊

μ
∞
ｏ
×

］
い
×

卜

　

ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
］
∞
×

］
卜
×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
〕
『
×

Ｐ
∞
×

∞
　

ｏ
Ｐ
〕
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お
ツ

め
】 201   1191

〔
軍
Ｖ
〕

名
舞
》
聯
□
×

〔猪
力
〕

②
　
。
「
　
　
　
　
　
□

大
夫

柳

近

逃

浅

選

選
　
出
　
出
　
未
□〔選

力
〕

Ｌ

□
　
　
之
　
　
文
之
　
選

未
選
　
回
選
　
　
□

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
八
九

（埋
立
上
）

⑬

　

「
＜
各
牟
評
汗
×

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四
０
九
０

（堆
積
土
）

〔物
力
〕

⑭
　
・
□
此
子
□
ロ
マ
日
日
日
□
」

話
妃
発
朴炉憐
雰

「
＜
此
皮
加
都
男
」

〔布
由
力
〕

名
奈
（
波
ツ
ホ
佐
児
矢
己
乃
波
奈
口
□
×

〔丈
力
〕

名
□
　
　
□
倭
マ
物
マ
矢
田
マ
丈
マ
ロ
×

Ｌ
奈
（
皮
×

Ｐ
ｏ
ｏ
×

牌
ｏ
×

∞
　

ｏ
∞
］

Ｏ

ｏ
９

×

Ｃ

Ｄ

×

ヽ

　

ｏ
盟

Ｇ

じ

×

含

ｅ

×

ω
　

ｏ
∞
Ｐ

（
解
卜
∞
）
×
∞
∞
×
∞
　
ｏ
μ
Φ

（
∞
ｏ
）
×
〕
い
×
卜
　
ｏ
∞
ｏ

（
Ｐ
∞
じ

×
∞
い
×
い
　
Φ
Ｐ
Φ

951
ハ
ツ

わ
峰

〔贄
力
〕

⑩

　

□
□
久
々
×

名
却粧
羹
二
　
　
講
期
陸
　下毛
野

大
多
君
二
　
　
者
多
□
二
　
下
毛
×

Ｌ
上
抹
五
　
　
　
近
水
海
四
　
伊
×

〔酉
可
力
〕
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マ
ロ
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五

但
波
×
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＜
飽
□

。
「
＜
委
文

昭鰤附Ｐ
□
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「角
里
山
君
□
□
米
国
半
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。
「
＜
大
野
評
栗
須
太
里
人
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≧
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力
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・
「
＜
崚
ロ

マ
ロ
也
六
斗
　
」

〔斗
力
〕
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＜
物
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五
十
戸
長
済
マ
刀
良
俵
六
回
＜
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群
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」
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＜
甲
申
〔酢

『
畔

大
野
評
」

。
「
＜
堤
野
里
二
人
鳥
六
半
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土
坑
Ｓ
Ｋ
四
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九
六

⑫

　

口
日
〔印

刷
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（
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評
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【酪
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三
川
国
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田
評
×

土
坑
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四
〇
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①
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諭
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里
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『日叫命仔一
〔胴・峠鳶

（削
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残
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葎り
）

「
＜
幸
巳
年
鳴
評
加
毛
五
十
戸
」

「
＜
矢
田
マ
米
都
御
調
汁
五
斤
」

「
＜
安
評
御
上
五
十
戸
」

「
＜
安
直
族
麻
斗

一
石
」

〔
野
歯

不
力
〕

「□
□
年
十

一
月
三
□
国
□
波
評
」

「
国
佐

里
勝

マ
支

佐
手

春
剛

球

　
」

⑦
　
・
＜
〔酢

酸
電
十
二
月
三
川
国
鳴
評
　
」

89

・
＜
山
田
里
物
マ
ロ
ロ
ロ
ロ
米
五
斗
」

。
「乙
酉
年
九
月
三
野
国
不
×
　
」

。
「評

新
野
見
里
人
止
支

忍
聯
一
ぜ

「
＜
深
津
五
十
戸
養
」

。
「
＜
之
者
津
五
十
戸
人

。
「
＜
建
公
マ
御
加
塩
又
建
公
マ
×
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中
∞
⑮
×

］
『
×

Ｎ
　

ｏ
∞
］

含

∞
じ

×

含

じ

×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
Ｏ
］
）
×

Ｐ
『
×

∞
　

ｏ
∞
Φ

（
μ
『
『
）
×
中
∞
×
∞
　
ｏ
∞
嗚

μ
『
ｏ
×

］
い
×

∞
　

Ｏ
Ｐ
μ

Ｐ
∞
囀
〉
（
］
〇
×

卜

　

〇
∞
Ю

（
μ
的
『
）
×
］
］
×
ω
　
ｏ
∞
Φ

Ｇ

ｅ

×

命

じ

×

卜

　

ｏ
∞
Ｐ

Ｇ

じ

×

命

じ

×

∞
　

ｏ
盟

卜
ω
岸
×

中
Ｐ
×

ヽ

　

〇
∞
］

Ｐ
ω
ω
×
囀
卜
〉
〈
∞
　
ｏ
ω
∞

岸
『
伽
×

］
ｏ
×

⇔
　

ｏ
μ
Ｐ



2003年 出上の木簡
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“

り

〔
〓
て
刀
〕

「
＜
□
野
国
厚
見
評
草
田
五
十
戸

〔
田
歳

両
力
〕
〔赤
力
〕

「
＜
□
ロ

マ
ロ
田
□
□
米
五

〔岬
力
〕

「
＜
高
草
評
野
口
五
十
戸
鮎
日
干
＜

贄
　
」

〔
間
力
〕

「
＜
針
□
×

〔
〓
≡
力
〕

「
＜
国
家
人
□

「
＜
神
石
評
小
近
五
十
戸
」

〔養
力
〕

「
＜
□
米
六
半
□
升
　
　
」

「
＜
売
羅
評
長
浜
」

「
＜
五
十
戸
堅
魚
」

「
＜
評
五
十
戸
山
マ
大
閣
」

□
河
止
五
十
戸
人
　
　
」

第

一
一人
相
手ハ
半
一
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」

（
Ｐ
卜
枷
）
×
Ю
］
×
伽
　
ｏ
∞
ｏ

ド
『
ｏ
×

〕
ω

×

卜

　

ｏ
∞
牌

（
ф
∞
）
×
］
ｏ
×
ヽ
　
ｏ
∞
Φ

Ｐ
Ｏ
枷
×

Ｐ
⇔
×

ヽ

　

ｏ
∞
∞

∞
⇔
×

〕
］
×

伽
　

ｏ
∞
Ю

μ
∞
μ
×

ｗ
ｏ
×

∞
　

ｏ
∞
∞

含

ｏ
∞
）
×
∞
μ
×
∞
　
ｏ
Ｐ
Φ

⑩
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花
之
□〔尊

名
所
説
之
□

合

ｅ

×

６

）
×
∞
　
ｏ
解
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十
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名
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マ
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ロ
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南
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間
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忌
□
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日
□

〔申
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〕
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平
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聞
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血
忌
□

×
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酉
定
　
天
李
乃
井
□
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×
戊
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望
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倉
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□
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亥
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亡
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倉
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庚
子
危
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〔
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〔帰
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□
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□
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土
坑
Ｓ
Ｋ
四
〇
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＜
従
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口
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μ
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×
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×
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×
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澄
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馬
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物
夫
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米
捌
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〔斗
力
〕

⑪
　

。
朔
十
四
日
認

一闘

紀

辟
評
雪
鵠
ヵ〕

⑩
　
。「奈
波
利
評〔酪
紀

Ｌ
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ

Ｘ
こ
益

ｏ解

年
紀
の
あ
る
木
簡
は

一
〇
点
以
上
あ
り
、
乙
丑
年

（天
智
四
年
、
エハエハ
五
年
）

の
⑮
を
除
く
と
、
戊
寅
年

（天
武
七
年
、
六
七
八
年
）
か
ら
庚
寅
年

（持
統
四
年
、

六
九
〇
年
）
の
範
囲
に
お
さ
ま
る
。
コ
ホ
リ
は
す
べ
て

「評
」
で
、
サ
ト
は

「里
」
よ
り
も
古
い

「五
十
戸
」
表
記
の
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。

②
⑫
⑭
は
遺
跡
の
立
地
と
密
接
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
。
⑫
⑭
の

「御
垣

守
」
は
大
垣

。
門
な
ど
の
警
備
に
あ
た
る
兵
士
の
こ
と
で
、
こ
の
あ
た
り
が
石

神
遺
跡
本
体
の
北
限
で
あ
つ
た
点
と
関
係
し
よ
う
。
「道
の
勢
岐
官

（セ
キ
ノ
ツ

カ
サ
）
の
前
に
…
」
と
書
か
れ
た
②
は
、
道
中
の
複
数
の
セ
キ
ノ
ツ
カ
サ

（関

司
）
を
宛
所
と
し
た
過
所
木
簡
の
可
能
性
が
あ
り
、
本
遺
跡
の
す
ぐ
北
方
に
想

定
さ
れ
る
阿
倍
山
田
道
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
Φ
∞
）
×
］
『
×
い
　
ｏ
μ
ｏ

（
Ｐ
枷
］
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×
∞
〇
×
∞
　
ｏ
Ｐ
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2003年 出上の木簡

木
簡
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
仕
丁
制
に
関
わ
る

一
群
が
特
徴
的
で
あ

る
。
い
は
仕
丁
に
対
す
る
食
料
支
給
簿
。
二
人
の
名
前
が
あ
が
る
の
は
、
仕
丁

が
五
十
戸
か
ら
二
名

（立
丁
・
廊
丁
）
ず
つ
責
進
さ
れ
た
点
と
関
係
し
よ
う
。

「委
之
取
五
十
戸
」
は
後
の
参
河
国
碧
海
郡
鷲
取
郷

（以
下
、
地
名
表
記
は

『和

名
抄
』
に
よ
る
）。
⑩
の

「千
食
」
は
所
丁
の
こ
と
。
よ
く
似
た
内
容
の
木
簡
は

平
城
宮
跡
か
ら
も
出
土
し
て
お
り

（『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
〈以
下

『平
城
概
報
』〉
六
、
三
貢
）、
立
丁
に
所
丁
を
充
て
る
内
容
と
推
測
さ
れ
る
。
た

だ
、
表
面
二
行
日
で
は
立
丁
に
同
じ
サ
ト
の
厨
丁
を
充
て
て
い
る
が
、
裏
面
二

行
日
で
は
別
の
サ
ト
の
断
丁
を
充
て
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
「鮎
川
」
「大

野
」
は
、
美
濃
国
不
破
郡
藍
川
郷

・
同
国
大
野
郡
に
関
わ
る
地
名
か
。
①
の

「三
野
五
十
上
」
は
、
三
野
国
出
身
の
仕
丁
五
〇
人
を
東
ね
る
統
率
者
と
考
え

ら
れ
る
。
望
屋

は
渡
来
系
の
フ
ミ
氏
で
、
「大
夫
」
は
そ
の
専
称
。
⑪
の
サ
ト

名
は
尾
張
国
愛
智
郡
に
関
わ
る
。
「五
十
戸
人
」
の
み
記
し
、
名
を
記
さ
な
い

の
は
、
仕
丁
が
五
十
戸
ご
と
に
二
人
し
か
貢
進
さ
れ
な
い
こ
と
と
関
わ
る
の
で

あ
ろ
う
。
側
の
裏
面
は
和
文
体
で
あ
る
。
そ
の
下
半
部
が
割
書
き
に
な
る
の
は
、

木
簡
の
長
さ
に
制
約
さ
れ
た
た
め
か
。
「治
上
賜
」
は
官
位
の
授
与
の
際
に
使

わ
れ
る
が
、
「治
」
を
貢
進
の
意
と
み
れ
ば

（「奈
良

・
藤
原
京
跡
左
京
七
条

一

坊
」
本
誌
第
一
一五
号
∽
）、
五
十
戸
造
に
仕
丁
の
上
番
を
促
し
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
な
お
表
の

「子
□
」
は

「干
食
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

∞
④
は
養
米
荷
札
で
あ
る
。
人
世
紀
以
後
は

「庸
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
七

世
紀
に
は
仕
丁
の
資
養
物
と
し
て
の
意
味
合
い
の
濃
い

「養
」
字
が
使
わ
れ
た
。

人
世
紀
の
庸
米
の
貢
進
量
は
、
仕
丁
ら

一
カ
月
分
の
根
量
に
関
係
し
て
、
「六

斗
」
「
五
半
八
升
」
と
な
る
の
が
多
か
っ
た
。
よ
っ
て
単
に

「
（米
。
俵
）
六

十
」
と
あ
る
い
の
①
⑮
も
、
養
米
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
④
の
よ
う
に
、
七
世
紀

に
は
六
斗
以
上
の
例
が
あ
る
の
で

（④
の
回
は
残
画
か
ら

「一企

な
い
し

「八
影
、

「六
斗
二
升
」
と
あ
る
⑩
も
養
米
の
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
養
米
荷
札
の
う

ち
、
④
①
的
は
美
濃
国
、
⑭
⑩
は
備
後
国
の
も
の
で
あ
る
。
Ｏ
⑩
か
ら
美
濃
国

出
身
の
仕
丁
が
遺
跡
近
辺
で
雑
役
に
従
事
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
仕
丁
の
生

活
費
と
な
る
養
米
が
同
国
か
ら
貢
進
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

ω
⑫
的
⑬
①
⑭
は
歴
名
様
の
記
録
簡
で
、
仕
丁
や
御
垣
守
な
ど
の
管
理
に
関

わ
ろ
う
。
⑫
④
は
縦
に
二
次
的
に
割
ら
れ
る
が
、
本
来
は
二
行
書
き
で
あ
ろ
う
。

い
は

「日
佐
連
」
な
ど
の
氏
姓
と
国
名
の
古
い
表
記
を
記
す
。
「
下
毛
野
」
も

表
面
に
三
度
出
て
く
る
た
め
、
そ
の
国
出
身
の
個
人
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
人

名
の
下
の
数
字
は
、
食
料
支
給
量
も
し
く
は
上
日
数
か
。
三
行
書
き
の
木
簡
は

飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
か
ら
も
で
て
お
り

（本
誌
第
一
一五
号
⑫
）、
横
幅
も
比
較
的

近
い
。
⑬
は
裏
面
に
削
り
残
り
が
あ
り
、
何
度
か
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
。

⑤
⑥
⑫
①
は
日
ご
と
の
記
録
簡
。
冒
頭
の

「日
付
十
記
」
は
当
時

一
般
的
な

表
記
方
法
で
あ
る
。
⑬
は
上
下
両
端
の
左
右
に
浅
い
切
り
込
み
が
あ
る
。
０
は

出
挙
に
関
す
る
も
の
。
今
回
出
土
し
た
木
簡
の
な
か
に
は
、
米
荷
札
以
外
に
も
、

米
に
関
わ
る
も
の
が
多
数
あ
る
。
そ
の
一
つ
団
か
ら
は
、
遺
跡
近
辺
で
馬
牛
を

飼
育
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
⑫
①
は
尾
張

。
参
河
の
仕
丁
木
簡
や
貢
進
荷
札
と

関
連
が
あ
る
か
。



貢
進
荷
札
が
多
数
あ
り
、
税
目
は

「養
」
の
ほ
か
、
⑩
①
の

「調
」
、
⑩
⑭

の

「贄
」
、
⑬
⑫
⑬
の

「年
料
春
米
」
な
ど
が
あ
る
。
美
濃
の
も
の
が
Ｏ
⑮
④

い
①
∞
⑫
④
と
多
く
、
参
河
⑮
①
⑭

。
近
江
⑭
切
⑪

・
隠
岐
ω
∽
⑬
と
続
く
。

西
海
道
諸
国
の
も
の
は
皆
無
で
、
畿
内
諸
国
も
断
定
で
き
る
も
の
は
な
い
。
働

の

「之
者
津
」
（シ
ハ
ツ
）
は
、
『日
本
書
紀
』
雄
略

一
四
年
正
月
是
月
条
の
摂

津
国

「磯
歯
津
」
よ
り
も
、
参
河
国
幡
豆
郡
磯
泊
郷
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

六
六
五
年
の
ω
は
、
「国
―
評
―
五
十
戸
」
と
い
う
行
政
区
分
を
示
す
最
古
の

木
簡
で
、
「大
山
五
十
戸
」
は

「白
髪
部
」
「山
部
」
の
よ
う
な
部
民
編
成
に
も

と
づ
く
サ
ト
で
は
な
い
。
「従
」
は

「旗
」
と
い
う
字
体
。
こ
の
部
分
は

「従

ひ
し
人
は
田
マ
児
安
」
と
読
め
、
春
米
作
業
に
従
事
し
た
人
は
田
部
児
安
で
あ

る
、
と
い
う
意
味
か
。
貢
進
者
以
外
に
春
米
作
業
に
従
事
し
た
者
の
名
前
を
記

し
た
木
簡
は
他
の
遺
跡
で
も
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
の

「次
米
」
木
簡

（本
誌
三
一
号
⑬
）
は
、
い
と
年
紀
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
内
容

・
形
状
と
も
に
よ
く
似
る
。
④
①
は
同
筆
の
可
能
性
が
高
い
。
「評

五
十
戸
」
は
後
の
郡
家
郷
で
あ
ろ
う
。
④
の

「門
」
は
人
名
マ
ロ
で
、
門
構
え

を
カ
ギ
状
に
す
る
字
形
。
卸
は
⑩
⑩
と
同
じ
く
カ
ソ
フ
の
荷
札

・
付
札
で
あ
る

が

（⑩
は
賦
役
令
の
規
定
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
推
定
）、
人
世
紀
の
よ
う
に
長
大

な
形
状
で
は
な
い
。
「売
羅
」
（ど
し

は
新
出
の
コ
ホ
リ
名
で
、
カ
ツ
フ
の
荷

札
で
あ
る
点
か
ら
も
伊
豆
国
那
珂
郡
入
間
郷
の

「美
良
里
」
「売
良
里
」
翁
平

城
概
報
』
六
、
八
頁
、
同
三
一
、
二
六
頁
）
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
が

（現
在
も

コ
Я
良
」
の
地
名
が
残
る
）、
郷
里
制
下
の
コ
ザ
ト
名
で
あ
る
点
が
気
が
か
り
。

④
の

「多
土
評
難
田
」
は

『和
名
抄
』
に
は
み
え
な
い
が
、
延
暦
二
四
年

（八

〇
五
）
九
月

一
一
日
官
符

（『平
安
遺
文
』
四
三
一
四
号
）
な
ど
に
書
か
れ
た
空
海

の
出
身
地

「讃
岐
国
多
度
郡
方
田
郷
」
に
該
当
し
よ
う
。
従
来
、
「方
」
を

「弘
」
の
誤
記
と
み
て
、
空
海
の
出
身
地
を
弘
田
郷
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ

っ
た
が
、
再
考
の
余
地
が
で
て
き
た
。
「佐
匹
」
は

「佐
伯
」
に
通
じ
る
。

習
書
木
簡
も
少
な
く
な
く
、
考
選
関
係
の
文
言
を
記
し
た
②
や
、
仏
教
に
関

わ
る
用
語
を
記
し
た
Ｏ
ｍ
、
難
波
津
の
歌
に
関
す
る
の
⑪
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

難
波
津
の
歌
の

一
節

「
サ
ク
ヤ
」
（咲
く
や
）
に
つ
い
て
、
的
は

「佐
児
矢
」

（サ
コ
ャ
）
と
記
し
、
ク
と
コ
の
音
を
通
用
さ
せ
て
お
り
、
⑭
で
は

「佐
久

移
」
と
書
き
、
古
韓
音

「移
」
（ヤ
）
を
使

っ
て
い
る
。
⑮
は
持
統
三
年

全
ハ
八

九
）
三

・
四
月
の
具
注
暦
木
簡
で
あ
る

（本
号
、
竹
内
論
文
）。
そ
の
ほ
か
釈
文

に
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
呪
符
木
簡
と
思
わ
れ
る
も
の
も
数
点
出
土
し
て
い
る
。

以
上
の
と
お
り
、
多
彩
な
内
容
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
遺
跡
の
近
辺
で

木
簡
を
使

っ
た
事
務
昨
業
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
何
ら
か
の
官
行

が
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
雷
丘
の
近
く
に
所
在
し
た

と
さ
れ
る
民
官
が
有
力
な
候
補
と
な
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
決
め
手
は

，
い
。

な
お
０
に
「大
学
官
」
が
み
え
る
が
、
木
簡
の
使
用
状
況
が
不
明
な
た
め
、
遺

跡
の
近
辺
に
大
学
官
が
所
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所
選
小良
文
化
財
研
究
所
紀
要

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一〇
〇
三
女
二
〇
〇
三
年
）

七

（二
〇
〇
三
年
）



2003年 出土の木簡

同

『飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
槻
報
』
一
人

（二
〇
〇
四
年
）

（市
　
大
樹
）

木簡出土遺構 点教 (う ち音U暦 )

B期

B期造成整地土 6 (0)
SK4060 32  (20)

SK4064 135 (121

SK4066 248 (229)

SK4069 525 (499

SD4089(堆 橋土 ) 709 (607

SD4089(埋 立上 ) 54  (42

SD4090()監 積土 ) 225

SD4090(埋 立土) 9   (0

SK4096
SK4097

C期

C期造成整地土 7   (3

SD1347A(JL積 土 (280

SD1347B帷稽土

SD1347(埋 立上 ) 8   (5

SE4080
S B4070 2 (2)

C期以降

SD4072
SD4094 2  (0)
SD4095 5 (0)

その他

SK4063 2   (1

SD4071 1

SK4061 1 (0)
遺物包含層 11

合 計 2650(2262




